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第
十
四
条
に
次
の
四
項
を
加
え
る
。

７

厚
生
労
働
大
臣
は
、
二
類
感
染
症
、
三
類
感
染
症
、
四
類
感
染
症
又
は
五
類
感
染
症
の
疑
似
症
の
う
ち
第
一
項

の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
で
あ
っ
て
当
該
感
染
症
に
か
か
っ
た
場
合
の
病
状
の
程
度
が
重
篤
で
あ
る
も
の

が
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
都
道
府
県
知
事
に
通
知
す
る
も
の
と

す
る
。

８

前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
都
道
府
県
知
事
は
、
当
該
都
道
府
県
知
事
が
管
轄
す
る
区
域
内
に
所
在
す

る
指
定
届
出
機
関
以
外
の
病
院
又
は
診
療
所
の
医
師
に
対
し
、
当
該
感
染
症
の
患
者
を
診
断
し
、
又
は
当
該
感
染

症
に
よ
り
死
亡
し
た
者
の
死
体
を
検
案
し
た
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
患
者
又

は
当
該
死
亡
し
た
者
の
年
齢
、
性
別
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
届
け
出
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
届
出
を
求
め
ら
れ
た
医
師
は
、
正
当
な
理
由
が
な
い
限
り
、
こ
れ
を
拒
ん

で
は
な
ら
な
い
。

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。

御

名

御

璽

令
和
四
年
十
二
月
九
日

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄

法
律
第
九
十
六
号

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
一
条

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
四
十
四
条
の
五
」
を
「
第
四
十
四
条
の
六
」
に
、「
第
八
章

新
感
染
症
（
第
四
十
四
条
の
六

第
五

十
三
条
）」を
「
第
七
章
の
二

指
定
感
染
症
（
第
四
十
四
条
の
七

第
四
十
四
条
の
九
）

第
八
章

新
感
染
症
（
第
四
十
四
条
の
十

第
五
十
三
条
）

」に
改
め
る
。

第
七
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
七
条

削
除

第
十
二
条
第
一
項
中
「
並
び
に
第
十
五
条
第
十
三
項
」
を
「
、
第
十
五
条
第
十
三
項
並
び
に
第
十
六
条
第
二
項
及

び
第
三
項
」
に
改
め
る
。


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第
八
十
三
条
を
第
八
十
四
条
と
し
、
第
八
十
二
条
を
第
八
十
三
条
と
し
、
第
八
十
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え

る
。

第
八
十
二
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
支
払
基
金
の
役
員
は
、
二

十
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

一

こ
の
法
律
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
の
認
可
又
は
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
認

可
又
は
承
認
を
受
け
な
か
っ
た
と
き
。

二

第
三
十
六
条
の
三
十
四
の
規
定
に
違
反
し
て
業
務
上
の
余
裕
金
を
運
用
し
た
と
き
。

附
則
第
十
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
延
滞
金
の
割
合
の
特
例
）

第
十
五
条

第
三
十
六
条
の
二
十
第
一
項
（
第
三
十
六
条
の
二
十
三
第
四
項
及
び
第
三
十
六
条
の
二
十
四
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）に
規
定
す
る
延
滞
金
の
年
十
四
・
五
パ
ー
セ
ン

ト
の
割
合
は
、
当
分
の
間
、
第
三
十
六
条
の
二
十
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
各
年
の
延
滞
税
特
例
基
準
割

合
（
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
九
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
延
滞
税
特
例
基

準
割
合
を
い
う
。）が
年
七
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
年
中
に
お
い
て
は
、
当
該
延

滞
税
特
例
基
準
割
合
に
年
七
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合
を
加
算
し
た
割
合
と
す
る
。

（
地
域
保
健
法
の
一
部
改
正
）

第
四
条

地
域
保
健
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
五
章

地
域
保
健
対
策
に
係
る
人
材
確
保
の
支
援
に
関
す
る
計
画
（
第
二
十
一
条
・
第
二
十
二
条
）」

を
「
第
五
章

地
域
保
健
対
策
に
係
る
人
材
の
確
保
（
第
二
十
一
条

第
二
十
五
条
）

第
六
章

地
域
保
健
に
関
す
る
調
査
及
び
研
究
並
び
に
試
験
及
び
検
査
に
関
す
る
措
置
（
第
二
十
六
条
・
第
二

第
七
章

罰
則
（
第
二
十
八
条
）

十
七
条
）」に
改
め
る
。

第
四
条
第
二
項
第
三
号
中
「
第
二
十
一
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
研

究
」
の
下
に
「
並
び
に
試
験
及
び
検
査
」
を
加
え
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

基
本
指
針
は
、
健
康
危
機
（
国
民
の
生
命
及
び
健
康
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
疾
病
の
ま
ん
延

そ
の
他
の
公
衆
衛
生
上
重
大
な
危
害
が
生
じ
、
又
は
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
緊
急
の
事
態
を
い
う
。
第
二
十
一
条

第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）へ
の
対
処
を
考
慮
し
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

第
六
条
第
十
二
号
中
「
エ
イ
ズ
、
結
核
、
性
病
、
伝
染
病
」
を
「
感
染
症
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
中
「
次
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
五
章
の
章
名
中
「
人
材
確
保
の
支
援
に
関
す
る
計
画
」
を
「
人
材
の
確
保
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
を
第
二
十
五
条
と
し
、
第
二
十
一
条
を
第
二
十
四
条
と
し
、
第
五
章
中
同
条
の
前
に
次
の
三
条
を
加

え
る
。

第
二
十
一
条

第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す

る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
第
十
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
感
染
症
等
に
係
る
発
生
等
の
公
表
が
行
わ
れ
た
場
合
そ
の
他
の
健
康
危
機
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
管

轄
す
る
区
域
内
の
地
域
保
健
対
策
に
係
る
業
務
の
状
況
を
勘
案
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
地
域
保
健

の
専
門
的
知
識
を
有
す
る
者
で
あ
つ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
の
う
ち
、
あ
ら
か
じ
め
、
こ
の
項
の
規
定

に
よ
る
要
請
を
受
け
る
旨
の
承
諾
を
し
た
者
に
対
し
、
当
該
地
方
公
共
団
体
の
長
が
管
轄
す
る
区
域
内
の
地
域
保

健
対
策
に
係
る
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
又
は
当
該
業
務
に
関
す
る
助
言
を
行
う
こ
と
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き

る
。前

項
の
規
定
に
よ
る
要
請
を
受
け
た
者
（
以
下
「
業
務
支
援
員
」
と
い
う
。）を
使
用
し
て
い
る
者
は
、
そ
の
業

務
の
遂
行
に
著
し
い
支
障
の
な
い
限
り
、
当
該
業
務
支
援
員
が
当
該
要
請
に
応
じ
て
同
項
に
規
定
す
る
業
務
又
は

助
言
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
た
め
の
配
慮
を
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

業
務
支
援
員
（
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
一
般

職
に
属
す
る
職
員
と
し
て
第
一
項
に
規
定
す
る
業
務
又
は
助
言
を
行
う
者
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同

じ
。）は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
に
応
じ
て
行
つ
た
同
項
に
規
定
す
る
助
言
に
関
し
て
知
り
得
た
秘
密
を
漏

ら
し
て
は
な
ら
な
い
。
業
務
支
援
員
で
な
く
な
つ
た
後
に
お
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

第
二
十
二
条

国
及
び
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
方
公
共
団
体
は
、
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者
に
対
し
、
同

項
に
規
定
す
る
業
務
又
は
助
言
に
関
す
る
研
修
の
機
会
の
提
供
そ
の
他
の
必
要
な
支
援
を
行
う
も
の
と
す
る
。

第
二
十
三
条

国
は
、
第
二
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者
の
確
保
及
び
資
質
の
向
上
並
び
に
業
務
支
援
員
が
行
う

業
務
又
は
助
言
が
円
滑
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
、
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
必
要
な

助
言
、
指
導
そ
の
他
の
援
助
の
実
施
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

本
則
に
次
の
二
章
を
加
え
る
。

第
六
章

地
域
保
健
に
関
す
る
調
査
及
び
研
究
並
び
に
試
験
及
び
検
査
に
関
す
る
措
置

第
二
十
六
条

第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
方
公
共
団
体
は
、
地
域
保
健
対
策
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
調
査
及

び
研
究
並
び
に
試
験
及
び
検
査
で
あ
つ
て
、
専
門
的
な
知
識
及
び
技
術
を
必
要
と
す
る
も
の
並
び
に
こ
れ
ら
に
関

連
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
業
務
を
行
う
た
め
、
必
要
な
体
制
の
整
備
、
他
の
同
項
に
規
定
す
る
地
方
公
共

団
体
と
の
連
携
の
確
保
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
七
条

国
は
、
前
条
の
規
定
に
基
づ
い
て
実
施
す
る
措
置
が
円
滑
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
、
第
五
条
第
一
項

に
規
定
す
る
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
必
要
な
助
言
、
指
導
そ
の
他
の
援
助
の
実
施
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
七
章

罰
則

第
二
十
八
条

第
二
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
違
反
し
て
秘
密
を
漏
ら
し
た
者
は
、
一
年
以
下
の
拘
禁
刑
又
は
五
十

万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

（
予
防
接
種
法
の
一
部
改
正
）

第
五
条

予
防
接
種
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
六
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
二
十
九
条
」
を
「
第
三
十
条
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
二
項
中
第
十
二
号
を
第
十
三
号
と
し
、
第
十
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
二

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
（
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
。
以
下
「
感
染
症
法
」
と
い
う
。）第
六
条
第
七
項
に
規
定
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
感
染
症
を
い
う
。
次
項
第
二
号
及
び
第
二
十
九
条
第
一
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。）、
指
定
感
染
症

（
感
染
症
法
第
六
条
第
八
項
に
規
定
す
る
指
定
感
染
症
を
い
う
。
次
項
第
二
号
及
び
第
二
十
九
条
第
一
項
第
二

号
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
新
感
染
症
（
感
染
症
法
第
六
条
第
九
項
に
規
定
す
る
新
感
染
症
を
い
う
。
次
項
第
二

号
及
び
第
二
十
九
条
第
一
項
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。）で
あ
っ
て
、
そ
の
全
国
的
か
つ
急
速
な
ま
ん
延
に
よ
り

国
民
の
生
命
及
び
健
康
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
疾
病
と
し
て
政
令
で
定
め
る

疾
病

第
二
条
第
三
項
第
二
号
中
「
前
号
」
を
「
前
二
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
一
号
の
次
に

次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
、
指
定
感
染
症
又
は
新
感
染
症
で
あ
っ
て
政
令
で
定
め
る
疾
病

第
二
条
第
四
項
中
「
次
に
掲
げ
る
」
を
「
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
」
に
改
め
、
同
項
各
号
を
削
り
、
同
条

第
五
項
中
「
次
に
掲
げ
る
」
を
「
第
六
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
」
に
改
め
、同
項
各
号
を
削
る
。

第
四
条
第
三
項
中
「
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百

十
四
号
。
附
則
第
六
条
第
一
項
に
お
い
て
「
感
染
症
法
」
と
い
う
。）」
を
「
感
染
症
法
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
二
項
中
「
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
項
の
」
を
「
そ
の
対
象
者
及
び
そ
の
期
日
又
は
期
間
を

指
定
し
て
、
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
又
は
都
道
府
県
知
事
を
通
じ
て
市
町
村
長
に
対
し
、
臨
時
に
」
に
改
め
、「
都

道
府
県
知
事
に
」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
Ｂ
類
疾
病
の
う
ち
当
該
疾
病
に
か
か
っ
た
場
合
の
病
状
の
程
度
を
考

慮
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
」
を
「
Ａ
類
疾
病
の
う
ち
当
該
疾
病
の
全
国
的
か
つ
急
速
な
ま
ん
延
に
よ
り

国
民
の
生
命
及
び
健
康
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定

め
る
も
の
」
に
、「
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、」を
「
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
又
は
」
に
改
め
、
同
項
後
段
を

削
り
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

市
町
村
長
が
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
予
防
接
種
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
都
道
府
県
知
事
は
、
当
該
都
道
府
県

の
区
域
内
で
円
滑
に
当
該
予
防
接
種
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
当
該
市
町
村
長
に
対
し
、
必
要
な
協
力
を
す
る
も
の
と

す
る
。

第
七
条
中
「
第
五
条
第
一
項
又
は
前
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
予
防
接
種
」
を
「
定
期
の
予
防

接
種
等
」
に
、「
当
該
予
防
接
種
」
を
「
当
該
定
期
の
予
防
接
種
等
」
に
改
め
る
。
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